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使命・存在意義

中心価値・行動規範
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主体的に学習に取り組
む態度を育成する
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田
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・基礎事項定着のためのドリル
学習（タブレットドリルを含む）を
計画的に継続する。
・継続的な教材研究を通して，
単元で身に付ける数学的な見
方，考え方を明らかにする。そ
の上での授業実践を重ねる。

・算数の学習が楽しいと80％以上
の児童が感じている。また算数の
時間に「解いてみたい，考えてみた
い」と80％以上の児童が感じてい
る。（中間期：アンケート，最終：三
次市学力到達度検査）
・国語科・算数科の単元末テストに
おいて，学年の平均点が知識・技
能の領域が80点以上，思考力，判
断力，表現力の領域が70点以上で
ある。
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・２学期は３回の授業研究（２・５・６年）が行われた。授業参観，そして事後研修を通して，数学
的な見方・考え方について全職員で考えた。また，講師の方の指導・講話を通して，各学年で
の数学的な見方・考え方のつながり，系統性を意識した教材研究をしていくことの必要性を改
めて感じた。下学年からの積み上げ，各学年で価値付けたい数学的な見方・考え方を身に付
けて次の学年の学習へとつなげていくための教材研究の仕方について，まだまだ研究が必要
だと課題を感じている。

・ドリルタイムの活用の仕方を見直し，各学年プリントやドリルなどを用いて，基礎学力の定着
に向けた取り組みを進めている。学年に応じて，帰りの会に基礎的な問題を１問解いて帰るな
ど，小さな積み上げを大切にしている。

・７月時点と比較し，算数の授業が楽しくないから楽しいに変わった児童が７名いた。解いてみ
たい・考えたいと思うようになった児童も１１名いた。分からないことを伝え合える安心感が得ら
れてきたことや，感染症対策のため制限していたペアトークやグループ活動も２学期から積極
的に取り入れるようになったことから，主体的に学習に取り組もうとする態度の高まりが見られ
てきている児童もいる。しかし，４月時点から気もちに変化が見られない児童も一定数いるの
が現状である。また，楽しいから楽しくないに変わった児童が１名，解いてみたい・考えてみた
いと思わないに変わった児童も３名いた。７月と同様に，楽しくない児童は，特に算数の学習に
課題を感じている児童が多く，算数が得意な児童も一部いた。学力差に対応していくための授
業改善が求められている。

・国語・算数ともに単元末テストの目標値は達成している。７月時点と比較すると大きな伸びは
見られなかった。

算数について
・３学期には授業研究が２回（３・４年）が行われる。事後研修が，全職員の学び・授業改善に
つながるものとなるように引き続き組んでいく。
・今年度の成果・課題について職員アンケートを実施し，１年間の研修を振り返る時間を設け
る。出た意見をもとに，来年度の研究に繋げていく。
・引き続き，ドリルタイムを効果的に使い，下校前の数分間を基礎問題を解く時間に充てる，
個々の進度に合わせたプリントを準備するなどの工夫をする。算数が苦手な児童が分かった
時・できた時の喜びを感じることができる経験を増やすために，繰り返し問題を解かせる機会
を設ける。
・算数が得意な児童も満足できるように，チャレンジしたくなる問題を準備する。
・「楽しくない」「考えてみたい・解いてみたいと思わない」児童の意見を直接聞き，授業改善に
生かす。

国語について
・「書くこと」に課題があるため，書く活動を継続して行い，文章を書いた後に振り返る活動も設
定する。（振り返りノートを活用する，連絡帳に毎日短い文章を書く，条件に沿って書く活動を
するなど学年の実態に応じて取り組む。）
・学力テスト対策の問題（条件に沿って書く活動）に継続して取り組む。

A

・目標，具体的な取組・方策，評価指標が職員間で共有され，組織的な取組になっている
と感じました。また，児童アンケート結果でも，「算数の授業が楽しくなった。」，「問題を解
いてみたい・考えたいと思うようになった。」という児童が増えたことは，取り組みの成果だ
と感じました。それらの結果，文責をもとにした改善策も適切だと思います。
・ 児童が自分の考えや分からないところ，また，友だちにアドバイスやヒントが出せる環境
と先生方の指導が素晴らしかった。 自分が理解するだけではなく，説明する力もついてい
て考えを表現できていたと思う。 
・先を見据えた取組み，子どもが自らやりたいと思える仕組みづくりなどを工夫していただ
いている。授業が楽しくないという児童にも寄り添ってくださっている。教え合ったり聞き合う
ことが自然とできている。
・算数を中心に計画的に校内研修を実施され，協議がされている。その成果として，指標
の目標値をクリアされている。今回，全学年の授業を参観させていただきましたが，黒板に
「めあて」が書いてあり，児童がそれに向けてしっかり取り組んでいる様子がわかった。ま
た，１年生の授業では，児童が発表するとき，担任の先生が，「自分の席でするか，前に出
てするか」を聞き，児童に選択させたことが，主体性に繋がっていると思う。さらに，６年生
の授業では，洗濯ばさみを使って，てこのはたらきについて，児童が集まり，話し合ってい
たが，その時，「支点」「力点」など理科の語彙を使っていた。

自分の考えや思いを，適
切な言葉を用いて表現さ
せる。（表現・判断）
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・使えた「算数のことば」を各
シート上でマーキングしていく。
・算数科の単元末において，説
明を考えたり，まとめをしたりす
る時間を設ける。

算数科において，「算数のことば」を
使って説明や考えを表現させてい
く。それぞれの表現を児童平均
70％以上使えるようにする。
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・単元で用いる算数のことばを大きく拡大したものを教室に掲示し，算数の
ことばを意識できる環境を作った結果，使えた算数のことばが増え，自分
の考えを算数のことばを用いて表現することで，考えを簡潔・明瞭・的確に
伝えることができた。
・算数科の単元末だけでなく，1時間ずつの授業においても，本時で学んだ
こと（解決するときにどこに着目したのか，どのような考え方を働かせたの
か）について，まとめることができた。

・算数のことばに関して，引き続き算数のことばを大きく拡大したものを教
室に掲示して，意識して活用できる環境を整える。
・算数科の授業において，本時で学んだこと（解決するときにどこに着目し
たのか，どのような考え方を働かせたのか）について，まとめるだけでなく，
まとめたことを共有する時間を設けられるようにする。

A

・児童の課題のある単元構成から，それぞれの学年での「付ける力」を明確にされた取組
は素晴らしいと思いました。
・改善策でも話されましたが，「算数のことばを使って説明や考えを表現する」という評価指
標を具体化し，取組を進められれば，必ず成果はあらわれると思います。
・ 単元で用いる言葉で児童同士が話し合いや説明ができていた。安心して使い，聞く関係
ができていると感じた。
・算数のことばは各学年でどのようなものか具体的に知りたい。
・保護者にも児童がしている学びについて具体的に知らせていただいて，協力を求めてく
ださるとよい。
・４年生と５年生が算数の授業でしたが，どちらも児童がしっかり考えることができる授業展
開だった。「『算数のことば』を使って説明や考えを表現させていく。それぞれの表現を児童
平均70％以上使えるようにする。」という指標になっているが，規準がより明確になるとい
いと思う。

本校児童に育成したい
資質・能力である「共感
力」「主体性」を意識し，
高めようとする児童を育
成する。
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・「共感力」「主体性」を高めるた
めに振り返りシートにめあてを
立てさせ，日々の学校生活での
活動を自己評価させる。振り返
りシートは教室に掲示する。児
童が自己評価をする際に規準と
なる，掃除，挨拶，聞く姿勢の目
指す姿を提示する。

・各学年共通の振り返りシートを活
用する。そうじ，挨拶，聞く姿勢を学
期に１回自己評価させ肯定的評価
の児童を80％以上にする。
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・掃除については，全校で６年生の掃除動画を見ることで掃除の仕方を理
解したこと，教職員で掃除の仕方を再確認し，統一した掃除指導を進める
ことができたことで「私語をしない」「時間いっぱい」「すみずみまで」という３
観点全て１学期より向上した。
・挨拶については，児童会を中心に挨拶週間を実施し，川地中学校区で行
う挨拶標語づくりを行った。１学期に引き続き「自分から」「目を見て」挨拶す
ることができている。「立ち止まって」という観点が６３％と若干向上したが，
未だ定着はしていない。
・聞く姿勢については，よりよい聞き方や姿勢を価値付けていった。高学年
は相手の思いや考えを理解しようという姿勢が定着してきている。低学年
では，「相手を見て」「だまって」「最後まで」聞けていない児童がいる。

・掃除は，引き続き統一した掃除指導を行っていき，「私語をしない」「時間
いっぱい」「すみずみまで」掃除することを意識させていく。
・挨拶については，「人と人とがつながる挨拶」にするため，挨拶標語を掲
示し，気もちの良い挨拶を意識付けていく。
・聞く姿勢については，行事の時や日々の活動の中で，話を聞ける環境を
整えてから話すようにし，よりより聞き方を強化していく。

A

・会でも質問しましたが，評価者を増やす（職員・保護者・地域の方々等）ことで，検証の精
度が上がり，取組も具体的になると思います。取組の内容にもよりますが，来年度は検討
されてみてはいかがでしょうか。保護者・地域の方々の声を児童・職員へ返すことができた
ら，より意欲が高まるかなと思いました。
・訪問時，掃除時間だったが協力し合いながら掃除ができていた。また，顔を見て挨拶が
でき気持ちよく訪問できた。「あいさつ標語」の取り組みも継続してほしいと思う。
・挨拶は家庭でもどのように行われているか？挨拶を交わしたときどのような気持ちになっ
たか？で受け止め方にも個人差があります。「立ちどっまって」ということはなかなか場所
や環境によって難しいと思います。
・掃除の様子を見たが，みんな丁寧に掃除をしていた。心と体の安心安全についても児童
に計画的に指導してほしい。
・掃除について，６年生が作成した掃除動画の効果が出ています。６年生及び５年生以下
の児童，双方とも学びにつながったと思う。挨拶については，中学校区で共通して取り組ん
でおり，小学校に行った時など，児童の皆さんは，よく挨拶をしている。聞く姿勢について
も，指導の成果が出ている。

自ら進んで体力を向上し
ようとする児童を育成す
る。
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・体育科の帯時間を活用した運
動（セット運動等），業間体育（３
分間ランニング）を通して体力の
向上に取り組む。
・新体力テストの結果をもとに，
目的・課題意識をもたせ，日々
の体力向上に取り組む。

・新体力テスト（年２回）の記録にお
いて，前回の総合点数を上回った
児童の割合を80％以上にする。
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・握力，上体起こし，20ｍシャトルランについて，11～12月にかけて測定し
た。前回の記録と比べて結果が上回った児童は，握力43名（68％），上体
起こし47名（70％），20ｍシャトルラン43名（64％）だった。数値が変わって
いない児童を含めると58名（92％），54名（80％），45名（67％）となる。低学
年のほとんどの児童が，全項目で数値が上がっていた。20ｍシャトルラン
は特に伸びが見られず，数値が下がっている児童も多くいた。再測定の時
期が寒さが厳しくなってからだったので，影響しているかもしれないと考え
る。
・体育委員会を通して，外遊びをするよう放送で呼びかけたり，全校で遊ぶ
機会を設けたりした。全校で遊ぶ取組は，児童全員が楽しみながら体を動
かす良い機会になっていた。
・11月から12月にかけて，3週間ほど体力つくり週間とし，家庭で上体起こ
し，握力に取り組むよう呼びかけた。また，学校では3分間ランニングに取
り組んだ。3分間ランニングでは目標値を設定し，達成できた児童には表彰
状を配付することで意欲を高めることができた。

・3分間ランニングが各学年週１～２回の取組だったことと，期間も短く回数
が多く設けられていなかったと感じる。来年度は今年度より期間を長く設
け，走る機会が増えるようにする。
・3学期も体力つくり月間を設け，握力，上体起こしについて取り組むよう呼
びかける。数値の変化を見とるため，2月中に再度記録をとる。
・体育委員会を通した外遊び励行の放送や，全校遊びの取組を継続する。
・2月になわとび検定を実施する。3学期始めから周知し，しっかり練習に取
り組むことができるようにする。
・体力つくり月間等の取組について，記録を取った項目については成果や
課題をまとめ，来年度へつなげる。

A

・「継続は力なり」という言葉がありますが，「体力向上」はまさに「継続」だと思います。児
童に自分の目標をもたせる等されながら，児童の意欲を持続させた取組は，素晴らしいと
思いました。
・自分でコントロールしながら身体をしっかり動かし，楽しい体力づくりへつなげてほしい。
・「一人ひとりの体力を把握され「体を動かすことが楽しい，心地良い」　「みんなでするドッ
チボールが楽しい，またやりたい」という思いを大切にしてほしい。本物と出会うチャンスが
あれば子どもたちの意欲につながります。
・子どもの体力向上について，委員会活動を利用したり，体力つくり週間の設定等，工夫さ
れて取り組んでおらる。９年間で身につける資質・能力とともに，学区全体で取り組めたら
よい。

保護者の学校に対する
満足度の向上を図る。
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・各部たよりHP等を通して学校
の様子を情報発信する。
・保・小・中で連携し，教育活動
の質の向上を図る。
・学級通信の交流をする。

・保護者アンケート（年2回）で学校
への満足度を9０％以上にする。
・各種たより，HP更新を月1回以上
行う。
・川地保育所・青河小学校・川地中
学校との連携を学期に1回以上行
う。

85%

アン
ケー

ト
70％
便り
100
％

連携
100
％

82％
117
％
117
％

B
A
A

アン
ケー

ト
70％
便り
100
％

連携
100
％

82％
117
％
117
％

B
A
A

・2学期末保護者アンケートでは，7月に引き続き，10項目中7項目において90％以
上の肯定的回答をいただいた。一方，「児童は進んで読書をしている。」について
は， 44.4％（7月53.4％）であった。家庭で児童の読書する姿が見られないということ
も考えられるが，読書の評価は低くなってきている。「児童は家庭で自主的に学習し
ている。」75.8 ％（7月75.9％）。「児童は，３快(快食，快眠，快便)の習慣が身につい
ている。」については83.6％（７月82.8％）という評価である。昨年度の90％と比較す
ると，我が子に３快の習慣がついていないと感じている保護者が多くなってきてい
る。
・HP学級通信ついては，月1回以上更新及び発行することができた。小中・小小連
携については，学区で合同授業研究を行い授業研究を通して課題の共有を図るこ
とができた。保小連携については，2学期は5年生が保育所との交流会を計画・実行
し，園児とも交流を図ることができた。
・学級通信の交流は，それそれの学級の児童実態や変容がよくわかり，担任の思
いもよく分かるものとなっている。通信交流を続けていくことで児童の変容を共有で
きた。

・昨年度の図書館リニューアル，学校図書の家庭への持ち帰りも再開し，図書委員
会もお昼に本の貸出しを呼びかけたり，読んだ冊数に応じたスタンプラリーを実施
するなど活動を工夫しながら読書を呼びかけている。しかし，児童への読書喚起に
おいて十分な取組となっていない。読み聞かせ朝会も職員（担任）が参加し，学年
に読んでほしい本の読み聞かせも行っている。市の図書館の読書通帳を2学期か
ら始め，何人かの読書名人が認定されたので，賞状を掲示している。また，調べ学
習で図書を使って調べ学習を各学年設定し実施した。このように学級で図書を使っ
た調べ学習を行うことも今後継続していきたい。
・3快については保健だよりでも特集で取り上げ，家庭へ紹介した。今後も折に触れ
て掲載していく。
・2学期の学級通信交流を行い，児童の変容を共有した。通信を見ることで1学期か
らの変容を確認できた。それぞれの学級経営についての良さを知り，各自が今後
の学級経営や紙面に生かしていく目標をもった。
・学区研修をもつことで改めて学区での共通した取組を意識することができた。今
年度は，3校が担当授業を行うことができ学区として児童を育成するという意識統
一の重要を改めて感じた。今後も共通の目標に向かって連携を図っていきたい。

A

・中間評価の時にも書きましたが，保護者アンケートに「家庭読書」の項目を入れることは
良しとして，その結果が「保護者の学校への満足度」につながるのか来年度に向け話され
てはどうでしょうか。（私も自校で検討しています。）また，HPやたよりの更新・発行回数，
他校等との連携回数を評価指標にしてしまうと，「何のために」（目的）を見失いがちになる
ので，気を付けましょう。（自分も常に思っています。）
・幼児期からの基本的生活習慣の大切さを再確認する。また，幼児期の絵本の読み聞か
せは，就学後の読書に大きな影響があると感じた。保護者を巻き込み毎日の習慣となるよ
う啓発もしていかなくてはいけないと思う。
・乳幼児期からの絵本との出合い，読み手をひとり占めした心地よい体験が本への興味，
想像の翼を広げていると思います。個人差もあります。図書室を使った調べ学習を実施さ
れ少しでも本を身近に感じてほしいと思います。
・保護者アンケートで，10項目中７項目が90％以上という満足度は，素晴らしい。「児童は，
３快（快食，快眠，快便）の習慣が身についている」という項目が，昨年度に比べて低くなっ
たということなので，引き続き，保護者への啓発活動を進めていくとよいだろう。学級通信
の交流は，効果的な取組である。

教職員の授業力と組織
力の向上を進める。

明
見
・
宇
山

・授業研究による指導力の向上
を図り，年に2回の研究授業（ブ
ロック内授業も含む）を行う。
・分掌部会を月1回以上実施し，
分掌内で協力をしながら見通し
をもって文章提案を行う。（責任
と組織的）

・教職員アンケート（年2回以上）で
肯定的評価している職員を80％以
上にする。（授業改善，情報共有し
組織として機能，学校経営に参画，
分掌の協力）

80%

授業
50%
分掌
100%

125%
B
A

授業
93%
分掌
100%

116%
125%

A
A

・授業改善については，85.7％が肯定的な評価をしている。ブロック研修も行い，年
間2回の授業研究をほぼ行うことができた。しかし，研修内容が授業改善に直接反
映しているのが見取りにくいため，各自の指導力が向上しているのかが見えにくい
と言える。
・「自分の校務分掌を進んで行い，学校経営に参画している。」「分掌部会は，提案
文書などで困った時に自分を支え協力してくれる。」「校内研修や服務研修が，自分
の仕事に生かされている。」の項目については，100%が肯定的な評価をしている。
しかし，「児童と向き合う時間が確保されている」は87.5%や「学校や分掌部会は，情
報の共有ができており，組織として機能している。」は85.7%である。

・ブロック内での授業参観や校内授業研などで年間ほぼ2回の参観授業を行うこと
ができた。課題としては，個々の授業研究で得た課題解決方法が実践として見える
ような成果（結果）が表れていないことや研究内容としてそれぞれの内容が全体と
して繋がっていないことにある。学んだことをその時間限りにせず，今後に継続して
生かしていくことが授業改善にも学級経営にもなるということは理論では理解でき
ているが，継続することは容易ではない。3学期の今は，まずは，各種学力テストの
結果から分かった実態を改善する取組を行い，その学年でつけるべき基礎的基本
的な力を定着できるように残りの期間取組んでいく。また，次年度に向けて授業と
学級経営（学級づくり）は両輪として捉え，一人ひとりを大切にする授業や学級づく
りについてさらに研修を進めていく。

A

・児童が落ち着いて学習している姿を参観させていただき，校長先生を中心に組織的な取
組をされていることを改めて感じることができました。素晴らしいです。また，児童の姿から
先生方の前向きな姿勢も感じました。このような児童の姿を保護者が見られたら，川地小
学校教育へ対する信頼感がさらに高まっていくなとも感じました。今後とも連携をさせてい
ただきながら，「川地中学校区の児童生徒」の力を高めるための取組を行なっていきましょ
う。
・職員間の組織力の強化とチームワークの向上を感じた。やりっぱなしで終わらない，一人
ひとりを大事にされる授業もされており学校全体が変わってきていると感じた。
・一人ひとりの児童を大切にする授業や学級づくりを目指して児童の様子を交流し共有す
ることを日常的にされ職員集団の子どもたちに対する熱い思いが伝わってきます。
・教職員アンケートで，肯定的評価をしている職員の割合が目標値を上回っておることに
敬意を表す。職員の満足度が高いと，児童にも好影響が出てくる。素晴らしい学校経営を
されておられる。

令和４年度　三次市立川地小学校　学校評価自己評価表　（中期経営目標2年目）　

学校教育目標 ふるさとを愛し，夢の実現に向けて主体的に行動する児童の育成

経営理念
地域の「ひと・もの・こと」を生かした体験・交流活動を充実させるとともに，知・徳・体の調和のとれた児童を育成することにより，保護者・地域の願いに応える。

〇教育的愛情をもち，授業改善や指導力向上に努めることで児童に確かな学力をつける学校をめざす。〇川地中学校区内の校種間の連携（保小連携，小小連携，小中一貫教育）を推進し，取組の成果を広く情報発信する学校をめざす。〇危機管理を徹底し，すべての児童・教職員にとって安心・安全な学校をめざす。

評価計画 自己評価

評価結果の分析（成果・課題）
今後の改善策

学校関係者評価

中期経営目標 短期経営目標 担当

信頼され愛さ
れる学校をつ

くる

具体的な取組・方策 目標値

７月 １月

適正評価指標

達成度＝達成値÷目標値×１００ 【評価】　Ａ（目標達成）：達成度≧１００　　　Ｂ（ほぼ達成）：８０≦達成度＜１００　　Ｃ（もう少し）：６０≦達成度＜８０　　Ｄ（できていない）：達成度＜６０　　　　　　　〔関係者評価〕　A:自己評価は適正である　B:自己評価は適正でない　C:分からない

コメント

確
か
な
学
力

基礎学力の
定着とそれを
基盤にした思
考力・判断
力・表現力の
育成を図る。

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体

共感しあい，
主体的にたく
ましく生きる
児童の育成
を図る。

信
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る
学
校


